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１ 調査の概要 

 

 

（１）目的 

・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学

力や学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証して、その改善を

図る。 

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

・そのような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査期日   平成２９年４月１８日（火） 

 

（３）調査対象   小学校第６学年児童 

          中学校第３学年生徒 

 

（４）調査の内容 

 

①  教科に関する調査（国語、算数・数学） 

・国語Ａ、算数・数学Ａ：主として「知識」に関する問題 

・国語Ｂ、算数・数学Ｂ：主として「活用」に関する問題 

 

② 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

ア 児童生徒に対する調査（児童生徒質問紙） 

イ 学校に対する調査（学校質問紙） 
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２ 教科に関する結果 

（１）本市と全国の各教科平均正答率との比較 

 全国の平均正答率を１００として、各教科における本市の結果（指標）をグラフ

で表しています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）成果と課題 

 各教科の調査問題※ 

 における解答・回答の結果について、山口市の傾向をまとめて

います。 

○…正答率が高かった問題や、経年比較による課題の解決が見られる問題 

▼…課題の見られる問題 

 

また、解答結果から見られる学びのポイントについて、次の３点でまとめています。 

  …解答結果の考察    …児童生徒の解答傾向   …学びのポイント   

 

※ 調査問題の詳細や全国の調査結果、授業アイデア集などは、国立教育政策研

究所の「教育課程研究センター全国学力・学習状況調査」内、「平成２９年度

調査」のリンク（http://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html）

から閲覧することができます。 

○各学校や児童生徒の日々の取組の成果として、小学校・中学校ともに、全ての

教科において全国平均正答率を上回る結果となっています。 

○小学校の国語Ｂは、山口市の目標としている全国比１０５を上回る結果となっ

ています。中学校においては、目標である１０５には届かないものの、全ての

教科で１０５に近い結果となっています。 
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【小学校 国語Ａ】               ○…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

※（４の一）などは問題番号です 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－ 国語Ａ７ 漢字を読んだり書いたりする問題 － 

 

 

 

※漢字の書き問題 

（１）対象 【正答率 37.3％】 

（２）希望 【正答率 84.1％】 

（５）置いて【正答率 76.3％】 

 

※漢字の読み問題 

（３）きげん【正答率 95.4％】 

（４）じむしつ【正答率 90.4％】 

（６）しじ 【正答率 94.9％】 

漢字を読むことについては成

果が見られますが、漢字を書くこ

とについては、同音異義語のある

漢字の意味を正しく理解して書

くことに課題が見られます。 

（１）の問題では、「対照」…３％、「対□」（※□は正答以外の漢字）…25％、 

「□象」…２％、前述以外（大賞など）…20％という誤答が見られました。 

 

 

 （１）の問題では、「たいしょう」と読む様々な漢字の中から、パンフレットの

中で使われている意味に応じて、適切に選んで書くことが必要です。 

このように、文や言葉の意味に応じて適切に漢字を書くことができるようにす

るためには、漢字ノートなどのくり返し練習とともに、日々の授業や日記等で文

を書く際に、文で表したいことと漢字のもつ意味が合っているか考えた上で、漢

字を正しく書く経験をくり返すことが大切です。 

 

○互いの考えの同じところや違うところを整理しながら話し合うことや、伝えたい

ことの中心を明確にして詳しく書くことについての理解（１、２） 

○俳句の情景を読み取ること（４の一） 

○「ことわざ」の意味についての知識（５） 

▼文の中で適切に漢字を書くこと（７） 

 正 答 
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【小学校 国語Ｂ】               ○…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

※（１の一）などは問題番号です 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－国語Ｂ２ 協力を依頼する文章を書く問題（緑のカーテン作りへの協力のお願い）－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「（なぜなら、）毎朝水をやらないといけないし、大きな緑のカーテンを作るために、た

くさんの植木ばちに水をやる必要があるからです。」        【正答率 37.0％】 

全国平均は上回っているものの、

およそ 60％の児童が適切に答える

ことができておらず、目的に応じ

て必要な内容を取り出して書くこ

とについて課題が見られます。 

水やりが大変な理由について、【アドバイス】

の中の「毎朝」だけを取り上げ、「たくさんの

植木ばち」の内容を取り上げていない誤答が

28％見られました。 

〈
条
件
〉 

○ 

水
や
り
が
大
変
な
理
由
を
【
ア
ド
バ
イ
ス
】
か
ら
二
つ
取
り
上
げ
て
書
く
こ
と
。 

○ 

【
緑
の
カ
ー
テ
ン
作
り
の
お
願
い
】
に
ふ
さ
わ
し
い
表
現
で
書
く
こ
と
。 

○ 

書
き
出
し
の
言
葉
に
続
け
て
、
三
十
字
以
上
、
六
十
字
以
内
に
ま
と
め
て
書
く
こ
と
。 

 

この問題では、まずは「水やりが大変な理由を書く」という目的を捉えた上で、【ア

ドバイス】にある二つの事例の具体的な内容を取り出して、整理することが必要です。 

このように、文章や資料から必要な情報を収集して書くためには、「書く目的の捉

え方」や「具体的な内容の取り出し方・整理の仕方」、「表現の仕方」について、一

つずつ段階を踏みながら学習していくことと、それらを学んだ上で、すべての段階

を自分の力でとおして、考えを書く経験をくり返すことが大切です。 

 

○他者のアドバイスを受けて自分の考えが伝わるように表現を見直すことや、目的

に応じて文章全体の構成を考えること（１の一、２の一・二） 

○書きたいことに応じて、他の文から引用して自分の考えを書くこと（２の二） 

▼目的に応じて必要な内容を整理して文章を書くこと（２の三） 

▼自分の考えを広げたり深めたりするための発言の意図を捉えること（３の二） 

 

 正答例 
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【小学校 算数Ａ】               ○…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

※（１の(１)）などは問題番号です 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－ 算数Ａ９ 資料の分類整理の問題 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13 【正答率 61.1％】 （１）については、全国平均よりは

若干低いものの、平成 21年度調査の類

似問題の正答率 64％から大幅に伸び

ており、成果が見られます。 

一方、（２）については、正答率が

61％に留まっており、全国平均に対して

も若干低い正答率になっています。 

（２）の問題では、合計欄に「26」…12％、

「11」…６％、「13・26・11以外」…15％と

いう誤答がありました。 

 

この問題から、（１）の二次元表の見方は理解していても、（２）の二次元表の書

き方やまとめ方が理解できていないことが分かります。（２）の問題を解く際には、

資料を正しく分類整理する方法を理解していることとともに、正しく資料を分類整

理することができたか判断する方法を理解していることが大切です。 

分類整理した数が正しいかどうか判断するための方法の一つが、「合計」の数に

着目することです。資料の数は「13」なので、資料の数と二次元表の合計欄の数が

同じか確認することで、求めた数が適切かどうか判断することができます。このよ

うに、導いた答えを別の角度から確認することは、他の問題でも大切な視点です。 

 

 

イ 【正答率 86.3％】 

○計算の意味と計算の仕方の理解、公倍数についての理解（１の(１)、３） 

○四則計算の技能（２） 

○正五角形の性質や立方体の展開図についての理解（６、７） 

▼平行四辺形と三角形の面積の関係についての理解（５） 

▼資料を二次元表へ分類整理すること（９の(１)・(２)） 

 正 答 

 正 答 
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【小学校 算数Ｂ】               ○…成果 ▼…課題 

 
※（１の(１)）などは問題番号です 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－ 算数Ｂ５ 日常生活の事象の数学的な解釈と判断の根拠の説明の問題 

（見かけの月の大きさ）－   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○示された条件をもとに適切な式を立てること（１の(１)） 

○示された考えの数を変えても同じ関係が成り立つことを図で表すこと(１の(２)） 

○平均を求めたり、仮の平均を用いた考えを解釈し、示された数を規準とした場合

の平均の求め方を、言葉や式を用いて記述したりすること（３の(１)） 

▼身近なものに置き換えた割合の関係を解釈し、その理由を言葉や式をつかって記

述すること（５の(２)） 

(1) ３ 

【正答率 60.0％】 

割合の関係を捉えることや、割

合の関係について適切に判断し

て理由を記述することについて

は、依然として課題です。 

 

（２）の問題では、番号「１」を選んだものの的確に理由が書けない誤答が 27％

見られるとともに、「１円玉をもとにして 14％長くなっている」という関係を適切に

式に表すことができずに、番号「２」を選んでいる誤答が 40％見られました。 

 

割合の関係を捉えるには、問題場面の中にある基準量を見付け、それを１と考え、

比較量の大小を判断したり、比較量の大きさを見積もったりすることが必要です。 

 そのために、例えばこの問題では「最小の満月の直径」と「最大の満月の直径」

の関係を図に表すなど、ひとまず関係を別の形に整理し直し、基準量、比較量、割

合がそれぞれ何に当たるかを的確に捉えた上で、考えていくことが大切です。 

 

 

(２) 

【番号】１ 

【わけ】（※別の解き方もあります） 

最大の満月の直径は 20×1.14＝22.8で 22.8mmです。 

100円玉の直径との差は 22.8-22.6＝0.2で 0.2mmです。 

500円玉の直径との差は 26.5-22.8＝3.7で 3.7mmです。 

100円玉の直径との差のほうが小さいので、100円玉の 

ほうが近いです。        【正答率 11.6％】 

 正 答 

 正答例 
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【中学校 国語Ａ】               ○…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

※（５の二）などは問題番号です 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－ 国語Ａ７ 学校図書館で先生に相談する問題 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・（もう一冊は）小説以外の本（を

取り上げたいと思っています。） 

・（もう一冊は）小説ではないもの

（を取り上げたいと思っています。） 

【正答率 59.4％】 

全国平均は上回っているものの、

40％の生徒が文中から適切な言葉

を選択することができておらず、

相手に分かりやすいように語句を

選択して話すことについて課題が

見られます。 

この問題では、「十字以内」という

条件に沿って書くことはできても、

「サッカー以外の本」「それ以外の本」

など、自分が聞きたい回答を得るた

めには不十分な言葉を選んでいる誤

答が 35％見られました。 

 

 正答例 

 

 この問題では、まず、①で森さんが「サッカー以外の本を取り上げたい」とも受

けとれる発言をしたために、先生の②の発言をすぐに引き出すことはできなかった

という状況を捉えた上で、②の発言の前に「小説ではないものを取り上げたい」と

いう内容を伝えていることに着目して考えることが必要です。 

そのために、例えば、ある会話の場面について、その話し方で伝えたいことが正

しく伝わっているか検討し、伝わっていない理由を考えたり、伝えたいことの中心

と付け加えの部分に注意しながら、「一つずつ詳しく話すか、まとめて話すか」「ど

の順序で話すか」「違う言い方ではどうか」などについて具体的に考えたりしてい

くことが大切です。 

 

○目的や意図に応じて材料を集め、自分の考えをまとめること（５の二） 

○文脈に合わせて漢字を正しく書いたり読んだりすること及び、語句の意味を理解

し、文脈の中で適切に使うこと（９の三） 

▼相手に分かりやすいように語句を選択して話すこと（７の一） 

▼事象や行為などを表す多様な語句についての理解（９の五） 
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【中学校 国語Ｂ】               ○…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

※（１の一）などは問題番号です 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－国語Ｂ１ 文学的な文章を読む問題－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈心に残った一文〉 

中から、柳の葉の流

れるような文様が息を

のむほど美しい五寸皿

が出てきた。 

 

〈感想〉 

 「柳の葉の流れるよう

な文様」という表現は、

五寸皿の文様が柔らか

な曲線で描かれている

ことを表している。柳

の葉のしなやかさをイ

メージすることができ

る。 【正答率 44.2％】 

 １一、二の正答率

は86％を越えており、

文学的文章について

の内容理解は十分に

できていますが、表現

の特徴を捉えて自分

の考えを書くことに

は課題があります。 

 

この問題では、比喩表現の技法とその技法が生み出す効果

についての知識をもとにして、文章のどこからどのように感

じたのか根拠を明確にして書くことが必要となります。 

そのためには、日頃の学習や読書活動において、例えば「表

現の工夫」を視点にして感想を書き、心に残った言葉について

伝え合うなどして、多様な表現と、そこから生まれる様々な感

じ方にふれることで、創造の世界を広げ、自ら文学的な文章を

読み深めていくことができるようにすることが大切です。 

（
著
作
権
の
関
係
に
よ
り
、
問
題
文
は
掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
。
） 

この問題では、条件①の「心に残った一文」を抜き出すこ

とはできるものの、条件②の「様子を明確にすること」「感じ

たことや考えたことを書くこと」が書けない解答が 16％見ら

れました。また、無回答が 12％見られたことも課題です。 

 

 

 

○登場人物の言動の意味を考えたり、場面の展開や登場人物の描写に注意して読ん

だりして、内容を理解すること（１の一、二） 

○目的に応じて資料を効果的に活用して話すこと（２の一） 

○目的に応じて必要な情報を読み取ること（３の二） 

▼表現の仕方について捉え、自分の考えを書くこと（１の三） 

 正答例 
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【中学校 数学Ａ】               ○…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

※（１の(３)）などは問題番号です 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－ 数学Ａ９ 関数の意味の問題、数学Ａ14 範囲の意味・相対度数の求め方の問題 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

16 【正答率 25.1％】 

①面積、②縦の長さ 

 【正答率 20.1％】 

10の(１)「y＝４x について、x の値が３の

ときの y の値を求める」は正答率が 86％、

11 の(１)「y は x の一次関数で、そのグラ

フの傾きは３、切片は２のとき、 y を x の

式で表す」は正答率が 78％であり、関数の

計算の技能はおおむね身に付いていますが、

関数の性質を言葉で表すことに課題があり

ます。 

９では、「①縦の長さ、②面積」と

いう誤答が 25％見られました。また、

「縦の長さ」「面積」以外の言葉や数

字を使っている誤答が 17％、無回答

が 17％見られました。 

 

この２つの問題からは、計算の技能とあわせて、数量の関係の意味を確実に理解

する必要性が見られます。 

そのために、例えば９では、身近な２つの数量の変化の様子を調べて「y＝ax」の

式に表すとともに、「一方の値を決めるとそれに対応するもう一方の値がただ１つ決

まる」という関係を見付けて「～は～の関数である」と言葉でまとめる活動、14 で

は「範囲とは資料の最大値と最小値との差」という理解をもとに、データの散らば

り具合から考えたことを文章で表す活動など、基礎的・基本的な知識をもとに、理

解したことを言葉で書き表したり、言葉で表したことを数式に表したりしながら、

意味の理解を深めていくことが大切です。 

 

 

14 の(２)「与えられた度数分布表につ

いてある階級の相対度数を求めること」は

正答率が 57％で全国平均を約 12ポイント

上回っており、一定の成果が見られますが、

範囲の意味の理解に課題があります。 

 

この問題では、数学用語の「範囲」

を日常生活の「範囲」と同じと捉えた

「40から 56」という誤答が 36％見ら

れました。また、同じ学習で学ぶ「中

央値」と混同した「48」という誤答も

見られました。 

 

○実生活の場面で、ある数量が正の数と負の数で表されることの理解（１の(４)） 

○平行移動した図形をかく技能（４の(２)） 

○与えられた比例の式について、x の値に対する y の値をもとめる技能（10 の(１)） 

▼扇形の弧の長さを求める技能（４の(３)） 

▼関数の意味の理解（９）、範囲の意味の理解（14 の(１)） 

 正 答 

 正 答 
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【中学校 数学Ｂ】               ○…成果 ▼…課題 

 

 

 

 

 

※（２の(１)）などは問題番号です 

＜解答結果から見られる学びのポイント＞ 

－ 数学Ｂ１ 事象を図形的に解釈する問題（万華鏡）－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 四角形ＡＢＣＤを、点Ｂを回転の中心とし

て時計回りに 120°回転移動した図形は、 

四角形ＧＢＥＦに重なる。 【正答率 12.5％】 

（正答の条件） 

四角形ＡＢＣＤが四角形ＧＢＥＦに重

なる回転移動に着目し、次の(a)、(b)、(c)

を記述しているもの 

(a)「点Ｂを中心に」などの回転の中心

の位置 

(b)「時計回りに」などの回転の方向 

(c)「120°」などの回転角の大きさ 

数学的な表現を用いて解答を記述する際には、問題文で求められていることに対

して、前提（問いによっては仮定）と結論を明確にして考えていくことが必要です。 

この問題では、「四角形ＡＢＣＤを回転移動させると四角形ＧＢＥＦに重なる」と

いう結論に何が前提として必要か考えていきます。その際、その考えを確かなもの

にするためには、移動についての基礎的・基本的な知識をもとに、「『回転の中心』

だけだと、どれだけ回転させるか分からないから正しく移動できないな」など、自

分の考えで正しく結論にたどり着けるか客観的な視点で判断し、足りない情報を考

えていけるようにすることが大切です。 

この問題は全国平均も 14％となっており、

難易度が高い問題ですが、２の(３)などで

も見られるように、事柄の特徴や成り立つ

理由や問題解決の方法などを数学的な表現

（言葉や式、図、表、グラフなど）を用い

て説明することに課題があります。 

 

この問題では、回転の中心は記述できても、回転の方向や角度についての記述が

不十分な誤答が 28％見られました。また、辺ＡＢが辺ＥＢに重なる「対称移動」と

捉え違うなど、「移動」についての理解不足による誤答が 23％見られました。 

 

 

○問題場面における考察の対象を明確に捉えること（２の(１)） 

○与えられた表やグラフから、必要な情報を適切に読み取ること（３の(１)） 

○資料から必要な情報を適切に読み取ること（５の(１)） 

▼２つの図形の関係を回転移動に着目して捉え、数学的な表現で説明すること（１の(２)） 

▼事象と式の対応を的確に捉え、事柄が成り立つ理由を説明すること（２の(３)） 

 正答例 
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３ 生活習慣や学習環境等の結果 

○…望ましい状況 ▼…課題の見られる状況 

 

学習において「目標（めあて・ねらい）が示されて

いた」「話し合う活動をよく行っていた」「振り返る活

動をよく行っていた」と回答した児童生徒は、全国と

比較して５～15％程度多く見られ、日々の授業が子ど

も主体となるように授業改善が進んでいることがわ

かります。 

 

 

「友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができている」と回答

した児童生徒は約 95％、「友達と話し合うとき、友達の考えを受け止めて、自分の考

えをもつことができている」と回答した児童生徒は約 90％であり、聞くことの学習習

慣が身に付いています。 

 

 

 

「友達の前で自分の考えや意見を発表することは得意であ

る」と回答した児童生徒はおよそ 50%となっており、聞くこ

との学習習慣が身に付いている反面、発表することには苦手

意識をもっている児童生徒が見られます。 

○授業における目標の提示、話し合い活動や振り返り活動の設定 

○話し合うときに、友達の話を聞くこと 

▼自分の考えや意見を発表すること 

 

「発表すること」についても「聞くこと」と同様に、「得意である」と答えた児

童生徒の方が「得意ではない」と答えた児童生徒に比べて正答率が高いという結果

が表れており、自分の考えを他者に伝えることで、理解が深まることが分かります。 

今後も引き続き、発表意欲を喚起するような課題設定や授業形態の工夫、安心し

て発表できる学級づくりなどを進めることが大切です。 

児童生徒にとって分かりやすい授業となり、着実に学力を身に付けることができ

るよう、授業改善が進んでいます。今後は、次期学習指導要領の「主体的・対話的

で深い学び」に向けて、児童生徒が本気になるめあての設定や、話し合い活動の活

性化など、学びの質の向上を図る取組をしていくことが大切です。 

50

75

100

目標の提示 話し合い活動 振り返り活動 

 

 考えをもつこと 国語Ｂ 算数・数学Ｂ 

小 
できている 63.7 49.5 

できていない 45.5 31.8 

中 
できている 77.9 53.5 

できていない 50.6 27.0 

 

全
国(

中) 

山
口
市(

中) 

全
国(

小) 

山
口
市(

小) 

肯定的回答（％） 

「友達の考えを受け止めて、 
自分の考えをもつこと」 

回答ごとの正答率（％） 

0

50

100

小学校 中学校 

発 
表 

聞 
く 
こ 
と 

肯定的回答（％） 

それぞれの項目で「できている」と答えた児童生徒

と「できていない」と答えた児童生徒では、国語Ｂ、

算数・数学Ｂ（主に活用に関する問題）において、正

答率に 18～27％の差があることから、聞くことが学

力と深い関係があることが分かります。引き続き、す

べての児童生徒が互いの考えを聞き合い、深め合うこ

とができるような授業づくり・学級づくりを進めてい

くことが大切です。 
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「朝食を毎日食べている」「毎日同じくらいの時刻に起

きている」と回答した児童生徒は 93%を超えており、規則

正しい生活習慣に関して、望ましい状況が引き続き見られ

ます。しかし、就寝時刻が遅くなっていることや、依然と

して朝食の欠食児童生徒が見られることは課題です。 

 

 

「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う」と回答した児童生徒は

小学校で約 98％、中学校で約 94％となっており、人権意識の育成に一定の成果が見ら

れます。しかし、依然として 100％には至っていません。 

 

 

「今住んでいる地域の行事に参加している」と回答した児童生徒は、小学校で約

70％、中学校で約 50％となっており、全国平均に比べて 10％程度高くなっています。 

 

 

 

平日において「読書をしている」と回答した児童生徒は小学校で 80％、中学校で 70％

となっており、昨年度と比較して若干増加傾向にあります。しかし、読書時間につい

ては「１０分未満」が 15％程度見られることに課題があります。 

 

○▼規則正しい生活習慣 

○▼いじめを許さないという意識 

○地域の行事への参加 

▼読書習慣 

小学校は平成 30年度、中学校では平成 31年度より教科化となる道徳の学習を中

心に、すべての教育活動において、児童生徒が人とのかかわりについて自分ごとと

して考え、「どんな場合でもいじめは絶対にいけない」という意識をすべての児童

生徒に育むための取組が必要です。 

地域ぐるみで子どもを育てるコミュニティ・スクールの取組が定着してきている

といえます。ただ、平成 28年度と比較すると若干低くなっているため、児童生徒

の「地域参加」への意識を高める取組をさらに充実させ、地域とのつながりを実感

させていくことが大切です。 

学校図書館指導員の配置や読書ノート等の取組などによって改善は見られますが、

さらに読書活動の質を高めることができるような取組が必要です。 

それぞれの項目で「食べて（起きて）いる」と答えた児童生徒と「食べて（起き

て）いない」と答えた児童生徒では、正答率に 10～20％の差があり、規則正しい

生活習慣が学力に何らかの影響を及ぼしていることが伺えます。今後も、家庭と連

携しながら、学力を支えるものとして規則正しい生活習慣を身に付け、日々の前向

きな活動に導く取組を続けていくことが大切です。 

50

75

100

小学校 中学校 

就
寝
時
刻 起

床
時
刻 

朝
食 

肯定的回答（％） 
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４ 課題解決に向けた各学校の取組事例 

  

  

  

  

  

  

 
 

山口市教育委員会は、今年度の成果と課題を踏まえ、日常的な学校訪問によって各学

校の実態に応じたきめ細かな指導助言と支援を継続することで、児童・生徒の学力の向

上と望ましい学習習慣の定着を図っていきます。 

○ Ａ小学校では、課題解決のために「話す力・聞く力」を視点に研修を進めてい

ます。「お話タイム」では、話し方や聞き方、話し合いの進め方やなどの基礎とな

る技能を身につけるとともに、異学年でお話タイムをしたり、他のクラスのお話

タイムを参観したりして、よいモデルを取り入れることができるように工夫し、

話し合いのスキルを多くの児童が身に付け、授業に生かすことができています。 

○ Ｂ中学校では、新聞のコラムを書き写す活動を積み重ねることで、読み取りや

文章表現の力とともに、活動に対する集中力を高めることにもつながっています。

また、グループ学習の際にホワイトボードを活用し、仲間と考えを交流したり、

整理や吟味をしたりするなど、生徒同士の対話を大切にした学習にも日常的に取

り組んでいます。 

○ Ｃ小学校では、算数の少人数担当教諭が、定期的に「算数だより」を発行して

各家庭に配付しています。「算数だより」には、児童のよい学び方や考え方、各単

元で児童がつまずきやすい内容が紹介されており、保護者と協力して家庭での学

習を充実させるヒントにすることにつなげています。 

○ Ｄ中学校では、管理職も含めた全教員が各学級の道徳授業を持ち回りで行って

います。複数の教員で授業内容を検討したり、授業を見合ったりすることで、授

業の質が高まり、生徒の道徳性を養うことにつながっています。また、複数の目

で生徒一人ひとりのよさや課題を見つめることも、課題の解決に役立っています。 

○ Ｅ小学校では、笑顔あふれる学校をめざし、児童の自己肯定感を高めることを

目標に、フリートークや自分のよさを感じる自己評価アンケートに取り組んでい

ます。このような、児童一人ひとりの成長を見つめてく仕組みが、難しい問題に

も最後まで取り組もうとする意欲につながり、学力の向上を支えています。 

○ Ｆ小学校では、本調査の誤答分析を教員全員で行い、児童が苦手としている部

分や児童に必要な力などの重点項目を全員で共通理解し、それをもとに、１年生

から系統性をもって授業づくりが進められるように取り組んでいます。また、管

理職を中心に重点項目の授業の取組について定期的に確認し合うことで、重点事

項の解決に向けた授業が着実に行えるようにしています。 

○ Ｇ小学校では、児童質問紙の結果を分析し、「自尊感情」や「規範意識」の向上

には、総合的な学習の時間を中心とした地域連携が関係しているという仮説を立

て、授業の検証や改善が行われています。その中で、意図的に地域の方々と深く

ふれ合う機会を設けることにより、言語活動が多くなり、コミュニケーション能

力の育成にも結びついています。 


